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万代長嶺小学校 6 年生が大河津分水の現場学習を実施します 
～治水の歴史と豪雨災害を学ぶ～ 

 

平成23年7月新潟・福島豪雨では、新潟県内に大きな爪痕を残し、信濃川では普段

の穏やかな流れからは想像もつかない大きな水害が発生しました。 

信濃川は越後平野に大きな恵みを与える一方で、時には「はん濫」を繰り返し、人々

に大きな被害をもたらしてきました。 

こうした状況においても先人達は、信濃川とともに生きるため、洪水の脅威を克服

するために知恵や工夫を凝らし、大河津分水の建設など絶えず治水に尽力してきまし

た。 

今回、「新潟市立万代長嶺小学校6年生」がこうした信濃川の洪水や治水の歴史、大

河津分水の役割、越後平野の歴史・文化を学び、理解を深め、また防災意識の高揚を

図るために「大河津分水の新可動堰」などの現場で学習を行います。 

なお、万代長嶺小学校 6年生は平成 22 年度から「信濃川を学ぶキッズリバーガイ

ド」の取り組みを行うなど積極的な学習活動を続けています。 

 

■事前学習会 

日 時：平成２５年５月３１日（金）１４時４５分～１５時３０分 

場 所：万代長嶺小学校 多目的室 

■現場学習会 

日 時：平成２５年６月 ７日（金）９時３０分～１５時１５分 

場 所：大河津可動堰の現場など 

９：３０頃 「信濃川大河津資料館」 

１０：３０頃 「旧可動堰」 

     １１：００頃 「魚道観察室」 

     １２：１０頃 「大河津可動堰の改築工事現場」 

     １２：４０頃 「第二床固」 

     １４：１５頃 新潟市西区槇尾「宝光院」（M29 年横田切れの痕跡が残る） 
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